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南 魚 監 第 ６ ８ 号 

令和３年１０月２５日 

 

南 魚 沼 市 長  林   茂 男 様 

南魚沼市議会議長  小 澤   実 様  

南魚沼市教育長  岡 村 秀 康 様 

 

南魚沼市監査委員 片 桐 真 司 

南魚沼市監査委員 関   常 幸 

 

財政援助団体等の監査の結果に関する報告について（提出） 

 

地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき、財政援助団体等に対する監査を実施したの

で、同条第９項の規定により監査の結果を報告します。 

 

記 

 

１ 基準に準拠している旨 

  監査委員は、南魚沼市監査基準（令和２年２月１２日監査委員告示第１号）に準拠して

監査を行った。 

 

２ 監査の対象 

  令和２年度において、南魚沼市が補助金等を交付した団体（財政援助団体）及び公の 

施設の管理を行わせている団体（指定管理者）。 

 

３ 監査の実施期間及び実施団体  令和３年８月２４日から令和３年１０月２５日まで   

実施月日 実 施 団 体 

９月２８日 上田ふるさと協議会  公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 

９月２９日 公益社団法人 南魚沼シルバー人材センター 

 

４ 監査を実施した監査委員 

南魚沼市監査委員 片 桐 真 司 

南魚沼市監査委員 関   常 幸 

 

５ 監査の方法 

  監査にあたっては、現地に赴き、各団体から提出された資料及び提示のあった関係帳簿・

関係書類を調査するとともに、次の点を中心に関係職員からの説明を聴取するなどの方法

により実施した。また、指定管理者が管理する施設（以下「指定管理施設」という。）につ

いては、当該施設の現地調査を実施した。 

（１）交付された補助金等が交付目的どおりの効果を発揮しているか 

（２）指定管理制度が有効に機能しているか 
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６ 監査の結果 

  交付された補助金等に係る出納その他の事務は概ね適正に処理され、その目的どおりの

効果があるものと認められた。 

  指定管理施設の管理・運営についても適正に行われているものと認められた。 

  各団体に係る監査の結果は、以下のとおりである。 

なお、表中の金額の単位未満は四捨五入した。 

 

○上田ふるさと協議会 

１ 補助金の交付状況（令和２年度） 

（１）地域活性化支援事業交付金      ２，８９０，０００円 

（２）地域活動拠点支援交付金       ２，１１０，０００円 

 

２ 団体の概要 

名  称：上田ふるさと協議会 

  設  立：平成３０年４月１日 

  会 員 数：２４名 

(会長１名、副会長２名、事務局長１名、補助員１名、行政区長等１９名) 

  業務内容：地域コミュニティの活性化を図る活動拠点としての業務 

 

３ 監査の結果 

（１）令和２年度決算の概要 

①地域活性化支援事業 

  ＜基礎事業 収入の部＞                      （単位：円) 

区 分 決算額 摘 要 

前年度繰越 ９５，３００   

地域活性化支援事業交付金  １，０００，０００ 市より 

提案事業より振替 ７００，０００ 提案事業より 

合 計 １，７９５，３００   

 ＜基礎事業 支出の部＞                      （単位：円） 

区 分 決算額 摘 要 

基礎事業 ８３３，６７０ ３件  

ＬＥＤ灯具支給事業 １４９，１０５ １５件 

振込手数料 ３，３００ １１件 

合 計 ９８６，０７５  

  収入合計１，７９５，３００－支出合計９８６，０７５＝８０９，２２５円 

   ８０９，２２５円のうち、繰越事業     ２４０，０００円 

ＬＥＤ化促進事業 ５００，０００円 

次年度へ繰越    ６９，２２５円 
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＜提案事業 収入の部＞                      （単位：円） 

区 分 決算額 摘 要 

前年度繰越 ３３，３４１   

地域活性化支援事業交付金  １，８９０，０００ 市より 

パイロット事業交付金 ４５２，０００ ネイチャーパーティー 

日赤地域福祉活動費 ２５，０００  

事務所費用按分 ７，９２０ 広域協定より 

雑収入 ３８，３５１ コピー代 貯金利息他 

合 計 ２，４４６，６１２   

 ＜提案事業 支出の部＞                      （単位：円） 

区 分 決算額 摘 要 

提案事業 １，５０３，１４５ １１件 

事務局運営費他 ２１０，０２７ 
振込手数料  ＮＴＴ回線料 

用品・備品代等 

基礎事業へ振替 ７００，０００ 基礎事業へ 

合 計 ２，４１３，１７２  

収入合計 ２，４４６，６１２ － 支出合計 ２，４１３，１７２  

＝ 次年度繰越金 ３３，４４０円 

  ②地域活動拠点支援事業 

＜収入の部＞                            (単位：円) 

区 分 決算額 摘 要 

前年度繰越金 ３８，１６０   

地域活動拠点支援事業交付金 ２，１１０，０００ 市より 

労働保険個人負担分 ４，３５０  

事務所経費按分 ２６２，８８１ 広域協定より 

合 計 ２，４１５，３９１   

＜支出の部＞                           (単位：円) 

区 分 決算額 摘 要 

給与及び配送費 １，８５５，０００ 事務長・補助員 

NTT東日本回線料 １０２，６８９ 広域協定按分 ５１，３４４円 

労働保険料 ２２，２３７  

コピー機使用料 ３５５，０９７ 広域協定按分 ２１１，５３７円 

鍵保管料 １５，０００  

振込手数料 ３，０８０  

合 計 ２，３５３，１０３  

  収入合計 ２，４１５，３９１ － 支出合計 ２，３５３，１０３  

＝ 次年度繰越金 ６２，２８８円 
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（２）補助事業の概要 

  地域活性化支援事業交付金は、地域の課題解決又は活性化に繋がるために行う事業費で、

基礎事業（主に地元で管理する法定外公共物の修繕及び市道に付帯する道路構造に影響を

与えない軽微な修繕に要する経費）、提案事業（地区としての特性を活かし、地域活性化

のため独自に計画する事業に要する経費）と人口割により算出された額、その他加算等の

合計を交付するものである。 

  地域活動拠点支援交付金は、地区住民の集える自治活動の拠点づくりの場を提供し、市

民の手による望ましい地域社会づくりの推進に資することを目的として設置された地区セ

ンターの管理運営等に要する経費を交付するものである。 

  いずれも南魚沼市地域コミュニティ活性化事業実施要綱（平成 24年 2月 24日告示第 24

号）に基づき実施されている。 

 

（３）監査委員の所感 

  旧町単位の 12地区で地域づくり協議会が設置されており、各地域で独自のコミュニティ

活動を行っている。上田地区は小学校の統合・保育園の統廃合により、上田ふるさと協議

会を中心に一つの地区として地域に密着した活動を精力的に行っている。また、「医療の

まちづくり」のモデル地域として、地域づくり協議会がある上田農村環境改善センターに

おいて、巡回診療、リモート診察、「まめでいきいき倶楽部」事業などを行い、希望者に

は送迎支援も行っている。 

  子ども・若者も巻き込みつつお年寄りに寄り添い、地域の総力で、地域を活性化し住民

の連帯を深め安心安全の地域となるよう、引続き、地域の特性を活かした事業の推進を望

むものである。 

 

○公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 

１ 補助金・指定管理委託料・減収補填金の交付状況（令和２年度） 

（１）補助金 

南魚沼市民会館管理運営費補助金（人件費分）       ２４，２３５，０００円 

鈴木牧之記念館管理運営費補助金（人件費分）       ８，４７１，０００円 

南魚沼市トミオカホワイト美術館管理運営費補助金（人件費分） 

９，６８７，０００円

南魚沼市スポーツコミュニティセンター管理運営費補助金（人件費分） 

 ４３，７７１，０００円 

小栗山サンスポーツランド管理運営費補助金（人件費分）  １，２８１，０００円 

総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイス事業運営費補助金  

                               ４，６１６，０００円 
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（２）指定管理委託料                          （単位：円） 

施  設  名 令和２年度委託料 令和２年度利用料金 

南 魚 沼 市 民 会 館 ２２，３２６，１６６ ９，２７５，７９０ 

鈴 木 牧 之 記 念 館 ３，１７１，０００ １，１８３，６１０ 

南魚沼市トミオカホワイト美術館 ４，６１０，０００ １，５１０，６００ 

南魚沼市スポーツコミュニティセンター １２，１１０，０００ １５，４１１，４００ 

二 日 町 体 育 館 １，４３９，０００ １０９，８５０ 

小 栗 山 サ ン ス ポ ー ツ ラ ン ド ５２０，０００ ２，０３７，９９０ 

五 日 町 雪 国 ス ポ ー ツ 館 １，１２６，０００ １２９，４４０ 

二 日 町 グ ラ ウ ン ド ６１３，０００ １４４，１６０ 

塩 沢 グ ラ ウ ン ド ７５，０００ １４，０００ 

大 福 寺 工 業 団 地 多 目 的 広 場 １３７，０００ １９，９６０ 

塩 沢 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー ８１５，０００ ９８，２５０ 

中 之 島 農 村 広 場 １０１，０００ ０ 

す ぱ ー く 塩 沢 １，１３２，０００ ２２，１２０ 

南魚沼市大和Ｂ＆Ｇ海洋センター ８２２，０００ ８８，４４０ 

大 和 野 球 場 １，４５８，０００ ８２，４２０ 

浦 佐 体 育 館 ５４６，０００ ６１，４２０ 

浦 佐 グ ラ ウ ン ド ５７，０００ １４，５２０ 

（３）減収補填金 

   南魚沼市民会館                     ７，０９０，８２８円 

   鈴木牧之記念館                     １，２３１，９７２円 

南魚沼市トミオカホワイト美術館               ２３９，１６６円 

南魚沼市体育施設                    ６，４５５，５９９円 

 

２ 団体の概要 

設  立  昭和６３年３月１日 

基本財産  ６，０００万円 

役  員  理事７名 監事２名 評議員７名 

職  員  １２名 

  目  的  市民の文化芸術及びスポーツ活動などの生涯学習の振興に資する事業を行

い、もって、文化スポーツの向上を図り、健康で豊かな活力ある地域社会

の創造と福祉の向上に寄与すること（定款から）。 
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３ 監査の結果 

（１）令和２年度決算額（正味財産増減計算書）※減収補填金分を含む   （単位：千円） 

科  目 令和２年度 令和元年度 増  減 

１ 経 常 収 益    

会 費 ６，９５９ ９，１５３ △２，１９４ 

利 用 料 金 ３０，２０４ ５０，８２７ △２０，６２３ 

指 定 管 理 委 託 料 ※ ６６，０７６ ４５，５３８ ２０，５３８ 

市 補 助 金 ９２，０６１ ８９，３８６ ２，６７５ 

市 委 託 料 １４，０２３ １３，７０４ ３１９ 

そ の 他 １０，１１５ ２６，４７９ △１６，３６４ 

小 計 ２１９，４３８ ２３５，０８７ △１５，６４９ 

２ 経 常 費 用    

事 業 管 理 費 ７９，０５９ ８２，１２９ △３，０７０ 

う ち 人 件 費 ７８，６７６ ８１，８９３ △３，２１７ 

南 魚 沼 市 民 会 館 ４０，１６６ ３９，１３９ １，０２７ 

鈴 木 牧 之 記 念 館 ７，２３７ ７，５６６ △３２９ 

南魚沼市トミオカホワイト美術館 ７，６５１ ７，５０７ １４４ 

南魚沼市ｽﾎ ﾟ ｰ ﾂ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ ｾ ﾝ ﾀ ｰ ４６，６８１ ４４，１５０ ２，５３１ 

二 日 町 体 育 館 １，６３６ ２，０３１ △３９５ 

小 栗 山 サ ン ス ポ ー ツ ラ ン ド ３，３３８ ３，６０７ △２６９ 

五 日 町 雪 国 ス ポ ー ツ 館 １，２０９ １，２５４ △４５ 

屋 外 体 育 施 設 １，０１２ １，１３４ △１２２ 

塩 沢 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー １，３５６ １，１８０ １７６ 

中 之 島 農 村 広 場 ７７ １４６ △６９ 

す ぱ ー く 塩 沢 ８８６ ９１４ △２８ 

大 和 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー ９２７ ４３０ ４９７ 

大 和 野 球 場 ８９４ ８４６ ４８ 

浦 佐 体 育 館 ４８５ ３９０ ９５ 

浦 佐 グ ラ ウ ン ド ２３ ９７ △７４ 

管 理 費 ４，４１６ ４，６５８ △２４２ 

そ の 他 ２０，８９４ ４０，７８５ △１９，８９１ 

小 計 ２１７，９４７ ２３７，９６３ △２０，０１６ 

当 期 経 常 増 減 額 １，４９１ △２，８７６ ４，３６７ 
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（２）監査委員の所感 

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休館や事業の中止や延期、利

用のキャンセル等により各施設で利用者及び利用料金が大幅に減少した。困難な状況下で

あったが、感染予防策を徹底し利用者の安全安心を第一に、各種事業を開催し取り組んだ。 

今後も新型コロナウイルス感染予防策を講じながら多様化する市民ニーズに応え、経営

の改善等に積極的に取り組みながら、市民サービスに努めていただきたい。 

 

○公益社団法人 南魚沼シルバー人材センター 

１ 補助金・指定管理委託料・減収補填金の交付状況（令和２年度）  

（１）南魚沼シルバー人材センター運営費補助金        １０，３３３，０００円 

（２）南魚沼市ふれ愛支援センター指定管理委託料        ５，１２４，９２１円 

（３）新型コロナ特別減収補填金                １，０５７，５２４円 

 

２ 団体の概要 

設  立 昭和６２年４月２日 

会 員 数 ８６６人 

役  員 理事１４名 監事２名 

事業実績 

項  目 令和２年度 令和元年度 増  減 

受 注 件 数（件） ３，７９９ ４，２３９ △４４０ 

就業延人員（人） ７４，１５２ ７７，５５５ △３，４０３ 

就 業 率（％） ９１．２ ９１．８ △０．６ 

契 約 金 額（万円） ３０，４８７ ３３，３２４ △２，８３７ 
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３ 監査の結果 

（１）令和２年度決算額（正味財産増減計算書）※減収補填金分を含む  （単位：千円） 

科  目 令和２年度 令和元年度 増  減 

１ 経 常 収 益    

指定管理委託料※ ６，１８２ ４，７０４ １，４７８ 

市 補 助 金 １０，３３３ １０，３３３ ０ 

連 合 交 付 金 １２，３６４ １２，３５２ １２ 

受 取 配 分 金 １８１，７１２ １９９，９８６ △１８，２７４ 

受 取 材 料 費 等 ９，８４７ ９，０８０ ７６７ 

受 取 事 務 費 １３，５４３ １４，６３９ △１，０９６ 

そ の 他 １６，２６１ ２０，０１１ △３，７５０ 

小 計 ２５０，２４２ ２７１，１０５ △２０，８６３ 

２ 経 常 費 用    

事 業 費 ２５１，７０７ ２７１，９４８ △２０，２４１ 

支 払 配 分 金 １８３，２４３ ２０１，５０８ △１８,２６５ 

支 払 材 料 費 等 ９，２４９ ８，７０６ ５４３ 

人 件 費 ２６，４３１ ２４，８１４ １，６１７ 

そ  の  他 ３２，７８４ ３６，９２０ △４，１３６ 

管 理 費 ２，０９９ ２，６８５ △５８６ 

人 件 費 ８７４ ８５９ １５ 

そ  の  他 １，２２５ １，８２６ △６０１ 

小 計 ２５３，８０６ ２７４，６３３ △２０，８２７ 

当 期 経 常 増 減 額 △３，５６４ △３，５２８ △３６ 

当期経常外増減額 ０ ０ ０ 

当 期 増 減 額 △３，５６４ △３，５２８ △３６ 

（２）南魚沼市ふれ愛支援センター収支内訳              （単位：千円） 

区  分 令和２年度 令和元年度 増  減 

収 

入 

利 用 料 １，７１７ ２，６８９ △９７２ 

委 託 料 ５，１２５ ４，７０４ ４２１ 

利用料減収補填 １，０５８ ０ １，０５８ 

そ の 他 ２，３０２ ２，３００ ２ 

計 １０，２０２ ９，６９３ ５０９ 

支 

出 

人 件 費 １，５３１ １，５２２ ９ 

光 熱 水 費 ４，８０８ ４，３４８ ４６０ 

委 託 料 ２，９５１ ２，５９５ ３５６ 

そ の 他 ９１２ １，２２８ △３１６ 

計 １０，２０２ ９，６９３ ５０９ 

収 支 差 額 ０ ０ ０ 
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（３）監査委員の所感 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の中、感染防止対策をとりながら各種事業を

進めてきた。 

令和元年度から取り組みを始めた第４次事業拡大５か年計画の２年目として、会員の確

保、特に高齢者の生活支援、要支援者生活サポート事業を担う女性会員の確保や、就業機

会の拡大と自主財源の確保、「安全がすべてに優先する」を共通認識とする事故ゼロへの

取り組みを課題として掲げ、積極的な取り組みを行っている。 

一方で、定年延長や企業の直接雇用への転換による新規加入会員の減少、加入年齢の高

齢化に伴う技能分野就業会員の後継者不足など多くの課題への対策が求められている。加

えて新型コロナウイルス感染症による観光事業の落ち込みによる受注減も見受けられ、契

約金額も前年を下回る結果となっている。 

高齢者が知識、経験を活かし、地域社会において「いきいき」と活動することは、健康

寿命の延びにもつながるものであり、就労という面から、高齢者と地域を結びつける当該

団体の役割は重要である。今後も企業や老人会と連携するなど様々な方法で会員の確保を

図り、高齢者の就業機会の確保に取り組まれることを望むものである。 

ふれ愛支援センターは、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症によるイベ

ントの中止、利用者の減少が見られ、利用料収入の不足分について市から補填がなされて

いる。当該団体以外に３件の入居団体があり、立地条件もよく、通常の年においては多く

の方が利用している。今後も安全面に配慮し、効率的な施設管理と有効利用に努めていた

だきたい。 


